
赤嶺全学連副委員長の連帯アピール

沖縄大学生自治会委員長で、全学連副委員長で、柿

沼さんの解雇を許さない会の呼びかけ人もやってます

赤嶺です。よろしくお願いします。

全学連というのは、都議選の時に柿沼さんと一緒に

街宣隊をやりぬきました。柿沼さんは自分の闘いをい

かにみんなの闘いにしていくかってことを貫く人だと

思ってます。柿沼さんから僕らもずっと学びながらやっ

てきて、僕も柿沼さんの演説をパクろうとしてうまく

いかなかったりとかもあったんですけど（会場笑い）。

今回僕らがやりぬいた全学連大会というのは、僕ら

の闘い、法大闘争10年であり、あらゆる大学で新自由

主義をうちやぶる闘いをどうやってみんなのものにし

ていくかってことをとことん論議しました。個人的に

は今回の大会の議案は斎藤委員長の10年の総括という

ことで、最高のものができたと僕は思ってます。

改憲阻止決戦はあるんですけど、一方で今の学生は

とことん「政治と日常」が分断されているわけですよ

ね。僕らはついつい「改憲阻止」と言うとどうしても、

それをわかりながら、演説では政治主張一本になっちゃ

う。それをどうやって乗り越えようかと言った時に、

やっぱり戦後日本の支配階級に対して、労働者が生存

する権利とか文化的な生活とか平和とかを強制したゼ

ネストの闘い、これを甦らせて改憲をとめたいと思っ

てます。

全学連の発端は「戦犯教授追放」「生きるために学

費値上げを許さない」と言って立ち上がったわけです

よ。僕らも、今は全学連と一緒にやれないような学生

と、「学費が高すぎる」とか、京大においては「看板

壊されたりビラを破り捨てられる」とか「申し入れ書

も受け取らない大学」とかに対して、「学費を下げろ」

「学費なくせ」「自由な京大を取り戻そう」こういう

スローガンでみんなと経験を共有しながら運動を作っ

ていくことだと思います。

経済主義に陥ったりとか言われるかもしれませんが、

やっぱり今の新自由主義大学の中で、京大ですら寮生

の申し入れすら受け取らない。寮生の作った看板を破

壊する。本当に新自由主義の側も、あらゆる学生の思

いや怒りを暴力的に壊すしかない。その一方で僕らも

新自由主義と闘い抜いてきて、絶対反対を貫く闘いを

やってきたから、僕らがリーダーになっていろんな人

の思いを引き継いで闘っていきたい。

たとえば後期沖縄大は、学費下げろと言って闘って

いきたい。まずキャンパスでアンケートを集めて出そ

うと思っています。経験からすれば、出しても受け取

らないとは思うんですけど、でも当局は受け取らないっ

ていう経験を100人200人と一緒にしていく。こういう

経験の中から次の問題意識が生まれていく。こういう

2017年９月６日
№489

Tel 03-3651-4861
mail_cn001@zengakuren.jp
http://www.zengakuren.jp/全学連(斎藤郁真委員長) 書記局通信



運動を作っていく中で僕ら学生は、戦争を止められる

存在だっていう誇りを、闘いを甦らせたい。

動労水戸の被曝労働拒否とか、柿沼さんの闘いだっ

て、自分自身はかけがえのない、誇り高い労働をやっ

ている。そういう存在なんだってことだと思います。

キャンパスから、一人一人がかけがえのない存在なん

だと訴えて運動を作っていきたいと思います。

僕らが100人200人を相手にしていく上で、目の前の

一人が重要だってことを僕らは確認しました。沖縄大

は2000人いて、京大は2万人いて、2万人がどう考える

かなんてわからないわけですよ。それは僕らの一番近

くにいる仲間、一人の仲間が悩んだり、僕らの言って

いることは個人的にはわかるけど隣の仲間には言いに

くいとか、悩んでる仲間がどうやって元気になるか。

そういうスローガンで勝負しようとも確認しました。

こういう闘いをやって、柿沼さんと一緒にすべてひっ

くり返していく。自分の闘いをみんなの闘いにして、

帰還の強制とか戦争とかを絶対許さないんだってこと

を形にしていく闘いに全学連も入っていきたいと思い

ます。

最後に、動労神奈川の時廣さんが「リーダーの資格

がないから解雇」だと言われたそうですが、違うと思

うんですよ。時廣さんがリーダーになろうとしたから

解雇されたんだと思います。ここにいる人は、みんな

職場で排除されたり解雇されたり処分受けたりネガティ

ブキャンペーン張られたりしてると思うんですけど、

僕らはこの新自由主義の重圧に耐え抜いて、一人の決

起で資本に大ダメージを与えることをやってきたと思

います。

こういう僕らの味わってきた悔しさや喜び、怒りっ

てものをみんなと一緒に経験し、ていねいにみんなの

運動を作っていく。こういうことをやっていきたいと

思います。

都庁前を占拠していく。都庁を「都民」じゃなくて

労働者のものにしていく。こういう闘いを一緒に盛り

上げていきたいと思います。ともに闘いましょう。
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よろしくお願いします！


